時の鐘　　　

　　　　　　　　　　高野　獨源
平成二十一年睦月四日

　

時の鐘小江戸川越初詣
睦月六日
初春の青空の下本決算
夕暮れに窓の外見る初決算

睦月八日

冬の夜ヘッドフォンしてピアノ弾く
睦月九日

冬の夢海で泳ぐ不思議さよ

睦月十日

満月にオリオン並び澄み渡る
睦月二十一日

雨香り身にしむ寒さ夜の駅

睦月二十五日

冬の空水面眩しき隅田川
冬の日の青空映ゆる隅田川
隅田川河口眩しき冬の空
背に日差し感じる冬の佃島
或冬日散策川辺

空快晴水面極眩

背感陽光暖如春

子等歓喜走公園

弥生十一日

春が来て卒園を待つ子供たち

子らはもう卒園式の歌歌い

残りの日楽しく過ごせ保育園

マスクして花粉撃退効果あり
弥生十九日

保育園最後の送り感無量

髪切って卒園式の備えする
卯月六日

ランドセル桜満開二人行く

桜咲き希望満開子供達
卯月八日

満月の雲間輝く春の夜

夜桜と提灯川面に映ゆる町
卯月十一日

公園を桜吹雪が埋め尽くす
　　　　　　　　　　　　　　　自二〇〇九（平成二十一）年一月四日
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